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要 約 

成人期に発生する多因子疾患における放射線被曝による遺伝的リスクは、放射線に被曝した集

団の防護ならびに管理の観点から重要であるが、ヒトにおけるその確かな証拠はない。本研究では、

被爆二世において親の原爆放射線被曝が、一般によく見られる多くの遺伝子が関与した多因子

疾患である高血圧、高コレステロール血症、糖尿病、狭心症、心筋梗塞、脳卒中のリスク増加をも

たらしているか否かを検討することを目的とした。広島・長崎の被爆二世 11,951 人を対象に健康診

断を実施し、各疾患の有病率を評価した。男性および女性の被爆二世において、父親線量、母親

線量、あるいは両親の線量を合計した線量のいずれも、個々の多因子疾患のリスク増加と関係し

ているという証拠は見られなかった。また、線量と疾患の組み合わせによる 18 通りのすべての解析

においては、他のリスク因子の調整後も放射線量反応に統計学的に有意なリスクの上昇は見られ

なかった。しかしながら、研究対象集団はまだ中年期（平均年齢は 48.6 歳）にあり、今後、多因子

疾患の発生増加が見込まれる。現在進行中の長期追跡調査は、成人期発生の多因子疾患発生

への遺伝的影響に関して更に有用なリスク評価を可能にするであろう。 
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